理由書作成例


下記被保険者の決定通知書及び被保険者証を代理で受領するにあたり、本来提出すべき委任状ですが、下記理由により提出不可であるため、また至急代理で受領する必要があるため、事業者への交付をお願いします。その受領者として、下記の職員を任命します。
なお、受領した決定通知書及び被保険者証については、業務遂行の範囲内でのみ使用し、使用後は速やかに被保険者本人にお渡しすることを誓約します。
　反した場合には、一切の責任を事業者が負うことに異議ありません。

記

	被保険者番号
	0001234567委任状が提出できない理由として想定されるものを例として挙げていますが、ケース毎に理由を記載してください。



	被保険者氏名
	郡山　太郎

	生年月日
	昭和　３３　年　３　月　３　日

	住所
	郡山市朝日一丁目２６―１３



【委任状を添付できない理由】
例：本人が重度の認知症で意思表示出来ず、他に委任できる家族・身内がいないため。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
例：本人が重篤な状態で、他に委任できる家族・身内がいないため。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


【至急代理受領が必要な理由】
例：令和６年８月９日(金)に、１０日(土)で退院する方の担当者会議を行うため。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
例：至急介護サービスを提供しないと本人が生活できないため。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
[bookmark: _GoBack]角印（社印、角判、社判）を押印してください。


事業者住所　　郡山市朝日１丁目２３番７号　　　　　　郡山市
居宅之印


事業者名　　郡山市役所居宅介護支援事業所　　    印

受領者職・氏名　　介護支援専門員　　安積　舞　　　  
